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開会 午後３時３０分 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○松本委員長  ただいまから平成 27年第 2回教育委員会会議を開会いたします。 

議事日程につきましては、お手元に配付のとおりであります。 

○松本委員長 議事日程に入ります前に、日程第3、議案第1号でありますが、これは人事に関する

事項に当たりますので、非公開ということにさせていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

（異議特になし） 

○松本委員長 それでは、議案第1号につきましては、非公開ということにいたしたいと思います。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○松本委員長 日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名 委員として、 

佐藤 元治 委員 

を指名いたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告 

 

○松本委員長 それでは、日程第2、教育長報告をお願いいたします。 

○吉田教育長 6点にわたって報告させていただきます。 

 第1点目は、平成26年度石狩管内市町村別教育推進会議についてでありますが、石狩教育局などの主

催で、2月10日火曜日14時から広葉交流センターで開催されます。この会議は、学校教育や社会教育に

ついての課題を共有し教育の充実に生かす目的で開催され、石狩教育局が平成27年度石狩管内教育推

進の重点案などについて説明するほか、市内の学校や市教委の取り組みなどを発表する予定でありま

す。 

 続きまして、第29回全道リコーダーコンテストについてでありますが、1月9日金曜日に北海道リコ

ーダー教育研究会の主催で、札幌市において開催されましたが、西部小学校の児童が独奏の部、5名で

行う重奏の部、10名で行う合奏の部の全ての部門において金賞を受賞し、3月に東京都で開催されます

全国大会への出場を推薦されたところであります。児童たちは、西部小学校の保護者による指導を受

けているものであり、独奏、合奏でも特別賞を受賞するなどすばらしい成績をおさめたところであり

ます。 
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 続きまして、北広島市いじめ防止基本方針についてでありますが、昨年8月に小中学校に意見照会を

した後、いじめ等問題対策委員会の審議を参考に修正を加え、12月15日月曜日から1月15日木曜日まで

パブリックコメントを実施いたしました。パブリックコメントでの意見はございませんでしたが、今

後は、2月12日木曜日に、いじめ等問題対策委員会で再度審議し、最終案として3月の教育委員会にお

諮りしたいと考えております。その後、庁議で市として決定をしていきたいと考えております。 

 続きまして、まちを好きになる市民大学修了証書授与式についてでありますが、1月24日土曜日に広

葉交流センターで開催し、第5期生12名が「まちを好きになる市民大学まるごときたひろ博物館員養成

課程」を修了いたしました。今後は、卒業生の一人ひとりが「まるごときたひろ博物館員」として活

躍されることを期待しているところであります。 

 続きまして、学芸員の採用についてでありますが、エコミュージアムセンター知新の駅では、これ

まで寄贈された数々の歴史資料などを調査し、展示等を充実させることが急務となっていますことか

ら、現在の学芸員とは専門領域が異なる歴史を専門とする学芸員を3年間の任期付き職員として公募を

行っているところであります。今後決定いたしましたら、改めて御紹介をしたいと考えています。 

 最後に、食物アレルギーに関する講演会についてでありますが、食物アレルギーに対する正しい理

解と対応について再認識することを目的としまして、教職員及び市民、特に4月に小学校入学を予定し

ているお子さんを持つ保護者の方々を対象に開催いたします。なお、日程等は別紙のとおりとなって

おります。 

 以上であります。 

○松本委員長  ご質問等ございますか。 

（質疑等特になし） 

 

 

◎日程第３  ○報告第 1号 教育行政報告について 

 

○松本委員長 日程第3  報告第1号教育行政報告についてお願いします。 

○山崎教育部次長 報告第 1 号 教育行政報告についてでありますが、2 ページの別紙のとおり、市議

会第 1回定例会に教育行政報告を行うので、教育委員会に報告するものであります。 

 それでは、報告概要を述べさせていただきます。 

 まず初めに、幼保小連携教育の推進についてでありますが、「北広島市幼児教育の連携に関する懇話

会」での意見交換を参考に、昨年12月、北広島市幼児教育連携アクションプランを作成しました。こ

のプランに基づき、1月14日に市内小学校の教職員を対象として、保育参観を含む幼保小連携に関する

研修会を開催し、16日には市内幼稚園、保育園、小学校の担当者が一堂に会しての小学校入学予定園

児の情報交流会を開催したところであります。幼保小連携教育の推進は、子どもの発達や学びの連続

性を踏まえた教育活動を展開する上で重要であると考えております。 

 次に、第9回はまなす杯全国中学生空手道選抜大会についてでありますが、3月28日から30日までの3

日間、総合体育館において開催されます。この大会には、3日間で全国から述べ１万人余りの選手、役
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員、家族など関係する皆様が本市を訪れますことから、選手等を温かく迎える体制とともに、本市の

魅力をアピールする準備を進めているところであります。 

 次に、北海道社会貢献賞についてでありますが、北広島国際交流協議会が長年にわたり国際理解に

大きく貢献をされたことから、1月21日に北海道知事から表彰状が贈られました。同協議会は、平成13

年に設立以来、カナダ・サスカツーン市との高校生相互派遣や市交流事業を行うなど、市民に国際理

解の輪を広げる活動を行ってきており、この功績が認められたものと考えております。 

 以上申し上げ、教育行政報告といたします。 

 以上であります。 

○松本委員長 ご質問等ございますか。 

（質疑等特になし） 

○松本委員長 原案どおり可決することといたします。 

 

 

○議案第１号  教職員の任用に関する内申について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】  

原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第２号  平成２７年度教育行政執行方針について 

 

○松本委員長 日程第 3  議案第 2号について説明をお願いいたします。 

○山崎教育部次長 議案第2号 平成27年度教育行政執行方針についてでありますが、別冊のとおり、

市議会第1回定例会に平成27年度の主な施策の内容を教育行政執行方針として報告するため、北広島市

教育委員会事務委任規則第2条の規定に基づき教育委員会の議決を求めるものであります。 

 それでは、別冊の教育行政執行方針を読み上げます。 

 平成27年度第1回北広島市議会定例会の開会に当たり、教育行政執行方針を申し上げます。 

 本市の教育は、北広島市教育基本計画のもと、「大志をいだき学ぶまち・きたひろしま」をテーマに

掲げ、開拓期における3人の先人の精神を引き継ぐ「懐く」「励む」「挑む」をキーワードとし、自信と

誇り、そして志や目標をもって今と未来を生きる北広島の人づくりを進めているところであります。 

 平成27年度も引き続き、学校教育と社会教育を両輪とし、いつでも、どこでも、誰でもが生涯にわ

たって学び続け、夢と希望をもって豊かに生きることのできる生涯学習の視点に立った教育を推進し

てまいります。 

 学校教育では、小学校と中学校が連携し、義務教育9年間を修了するにふさわしい学力と学ぶ意欲、

社会性の育成に努めてまいります。また、社会教育では、市民のニーズに添った学習機会の提供や環

境整備に意を用いてまいります。 
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 なお、本年は、平成23年3月に策定いたしました教育基本計画の中間年に当たりますことから、10年

計画の前半5年間の政策と施策を検証するとともに、今後の市総合計画の見直しや国・北海道などの教

育動向を見据え、必要に応じて計画の見直しを行ってまいります。 

 学校教育法の一部改正や教育委員会制度の見直しなど、足早な教育改革が進められておりますが、

未来を担う子どもたちの健やかな成長や市民の自己実現を図るため、今後も適切で迅速な対応に努め、

あせて組織体制の整備も図りながら、責任ある教育行政を展開してまいりたいと考えております。 

 続きまして、教育行政の執行に当たり、教育基本計画の各分野における主要な施策について申し上

げます。 

 初めに、やさしく支え合う教育連携の推進についてであります。 

 子どもたちが健やかに成長することができるよう、家庭、学校、地域が一体となって、安全・安心

で温かく守り育てる環境づくりを一層充実していくことが重要であると考えております。 

 家庭教育への支援につきましては、きたひろしま生活シートの取り組みによる3カ年のデータをもと

に、ＰＴＡなどと連携して家庭の教育力向上のための啓発や実践活動を進めてまいります。 

 いじめ、不登校への対応につきましては、北広島市いじめ防止基本方針（案）に基づき、地域や学

校において、いじめ防止のための啓発や学習機会などを設けていくほか、関係団体との連携体制の整

備などを進めてまいります。 

 また、子どもサポートセンターなどにおいて専門知識を有する人材を活用し、学校や関係機関と連

携した相談体制の充実に努めてまいります。 

 青少年の健全育成につきましては、各地区での健全育成活動を支援してまいります。 

 青少年の安全対策につきましては、専任指導員による巡回や札幌方面厚別警察署の協力のもと、防

犯教室等を実施してまいります。 

 また、インターネットトラブルから子どもたちを守るため、情報モラル教育の充実に努めるととも

に、各小中学校において昨年から開始したネットパトロールを継続してまいります。 

 放課後子ども教室につきましては、大曲小学校で引き続き実施するとともに、3年間の実績を踏まえ、

今後のあり方について検討してまいります。 

 次に、「生きる力」を育む学校教育の推進についてであります。 

 子どもたちが心豊かに、大志を懐き、たくましく生きていくためには、他者を思いやる心を身につ

けるなど、学校教育の推進方針のもと、「生きる力」を育むことが重要であると考えております。 

 幼児教育の振興につきましては、幼児教育の連携に関する懇話会を引き続き開催するとともに、昨

年策定した「北広島市幼児教育連携アクションプラン」に基づき、研修会や情報交流会などを開催し

てまいります。 

 豊かな心を育む教育の充実につきましては、昨年改訂した福祉読本「ともに生きる」を活用するな

ど、環境・福祉・人権・平和教育を推進してまいります。 

 確かな学力を育てる教育の充実につきましては、標準学力検査及び全国学力・学習状況等調査の結

果を踏まえ、各学校において、学校教育改善プランを改定し、学習指導の充実とともに、指導力の向

上を図ってまいります。 
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 また、現在、あいさつの励行など、一貫した学習・生活習慣の醸成を図るため、大曲地区の小中学

校３校で行っています「大曲スタンダード」の取り組みに学び、全中学校区において「北広島スタン

ダード」づくりに取り組んでまいります。 

 健やかな体を育てる教育の充実につきましては、全国体力・運動能力等調査の結果を踏まえ、子ど

もたちが意欲的に運動に親しむ環境づくりに努めるとともに、市や各種団体が行うスポーツイベント

などへの参加を奨励してまいります。 

 学校給食につきましては、おいしく安全で安心な給食を提供し、児童生徒の健全な心身の発達と人

間形成を図る「食育」を推進してまいります。 

 なお、学校給食につきましては、ただいま予算の関係で拡大事業がふえる可能性もありますので、

そのときはまた改めて調整をさせていただきたいと考えます。 

 次に、特別支援教育の充実につきましては、特別支援教育支援員を新たに中学校にも配置し、普通

学級に在籍する特別な配慮を必要とする生徒の生活や学習の支援に努めてまいります。 

 また、本年４月に就学指導委員会から名称を変更する教育支援委員会では、就学先の決定のほか、

就学後の一貫した支援を行ってまいります。 

 防災教育につきましては、小学校5年生または6年生の全員に、心肺蘇生や自動体外式除細動器（Ａ

ＥＤ）の取り扱いに関する授業を引き続き実施してまいります。 

 社会の変化や課題に対応した教育の推進につきましては、身近な地域の地理的、歴史的な環境や、

本市の発展に尽くした先人の事績などに対する理解を深めるため、社会科副読本を改訂してまいりま

す。 

 また、未来の社会人を育てるキャリア教育を推進するため、新たに子どもたちが夢や目標を持つ「き

たひろ夢ノート」の取り組みを行ってまいります。 

 学校ＩＣＴ環境の整備につきましては、校務用コンピュータの更新を行うとともに、タブレット型

コンピュータを導入した小学校において、ＩＣＴ支援員による授業支援のサポート等を行い、ＩＣＴ

を効果的に活用した教育を推進してまいります。 

 子ども大使交流事業につきましては、東広島市との姉妹都市交流の一環として小中学生の相互訪問

を行い、児童生徒のふるさと意識の醸成を図るとともに、8月6日に広島市で開催される原爆死没者慰

霊式並びに平和祈念式典への参列などを通して、平和学習の充実に努めてまいります。 

 なお、本年は、戦後70年及び子ども大使派遣30回目の節目の年に当たりますことから、広島市主催

の「ひろしま子ども平和の集い～広島に集う子どもたちからのメッセージ～」にも参加してまいりま

す。 

 次に、信頼され、魅力ある学校づくりの推進についてであります。 

 学校が、保護者や地域から信頼され、期待に応える教育を実現するためには、子どもを中心に据え、

地域の声を活かした学校経営を進めるとともに、学校、家庭、地域が連携した取り組みを一層進めて

いくことが重要であると考えております。 

 開かれた学校づくりの推進につきましては、平日に学校へ足を運ぶことが難しい保護者や地域の

方々への参観機会と、子どもたちに充実した学習機会を提供するため、新たに年2回、参観日として土
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曜授業を試行してまいります。 

 また、各小中学校のホームページをリニューアルし、学校情報の発信を充実してまいります。 

 学校施設の整備につきましては、これまで校舎・体育館の改修工事などを計画的に行ってまいりま

した。今後も引き続き、大規模改修工事や耐震補強工事及び非構造部材耐震化工事を行うとともに、

学校放送機器や暖房機の設備更新も実施してまいります。 

 要保護・準要保護世帯に対する経済的援助につきましては、平成25年8月からの生活保護基準の見直

しによる影響が認定基準に及ばないよう援助を行ってまいります。 

 次に、学びあい、教えあう社会教育の推進についてであります。 

 市民の自主的な社会教育活動が円滑に行われるためには、市民のニーズに合った多種多様な学習機

会の提供と環境の整備が重要であると考えております。 

 市民の学習活動への支援につきましては、地域で体験的な学習活動を展開する各地区の生涯学習振

興会を支援してまいります。 

 また、市民団体がみずから実施する学習活動を支援するとともに、元気フェスティバルを開催して、

学んだ成果の発表と市民相互の交流を促進してまいります。 

 国際交流につきましては、国際感覚を持った人材を育てるため、北広島国際交流協議会と連携して、

カナダ・サスカツーン市への高校生の派遣や市民交流事業を行ってまいります。 

 また、障がい児・者の社会参加などの場として、スポーツや文化活動を行ってまいります 

 中央公民館につきましては、市民が利用しやすい施設となるようにリニューアル工事を実施してい

るところであります。今後は、新たな施設として管理運営体制の充実に努めてまいります。 

 次に、郷土愛を育む教育活動の推進についてであります。 

 本市の自然や歴史及び文化などに関する情報を「エコミュージアムセンター知新の駅」や「旧島松

駅逓所」から発信するなど、みずからのまちを誇りに思う郷土愛を育むことが重要であると考えてお

ります。 

 エコミュージアム構想の展開につきましては、昨年開設しましたエコミュージアムセンター知新の

駅におきまして、身近な歴史に焦点をあてた市民参加型の企画展や、一般公開25周年を迎える旧島松

駅逓所をテーマとした企画展などを展開してまいります。加えて、学校の学習活動での活用を進める

とともに、夏休みや冬休みの時期に合わせ、子ども向けの体験展示を開催してまいります。 

 また、昨年作成した「自然遺産」及び「歴史遺産」ハンドブックの体験学習講座などへの活用や、「産

業遺産」編の作成に取り組むとともに、地域遺産としてのサテライトの指定やそのあり方について検

討してまいります。 

 さらに、本市に関する歴史資料の調査・研究及び教育普及活動を行うため、任期付き職員として学

芸員を配置してまいります。 

 文化財の保存と活用につきましては、本市の観光資源でもある旧島松駅逓所の環境整備を行うとと

もに、季節に合わせてライトアップするなど、ＰＲに努めてまいります。 

 次に、生涯にわたる読書活動の推進についてであります。 

 市民が求める資料や情報の提供を行い、読書や学習活動を継続していけるよう、市民との協働によ
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り読書環境を充実させることが重要であると考えております。 

 図書館サービスにつきましては、ボランティアと連携し、高齢者や障がい者への図書宅配サービス

や学校・関係施設での読み聞かせなど、幅広い世代への読書機会の提供を行ってまいります。 

 また、市民の読書へのきっかけづくりとなる特集や企画展示などを進めてまいります。 

 子どもの読書活動につきましては、幼稚園、保育園への絵本巡回事業や小学校への児童図書学級巡

回事業を実施するほか、ボランティア団体により作成した乳幼児向けの赤ちゃん絵本リストの効果的

な活用に努めてまいります。 

 次に、芸術文化活動の振興についてであります。 

 誰もが、芸術のすばらしさを実感し、生活の中で潤いと感動が得られるよう、市民との協働により

身近に芸術文化に親しむことのできる環境づくりを進めることが重要であると考えております。 

 個性豊かな地域文化の振興につきましては、それぞれの地域の特徴を生かした文化活動を支援する

とともに、各種文化団体との連携を図り、市民文化の振興に努めてまいります。 

 市民との連携による芸術文化活動の展開につきましては、芸術文化ホール運営委員会などとの協働

により、芸術文化ホールはもとより、学校や各地区での芸術体験や鑑賞機会の充実に努めてまいりま

す。 

 次に、健康づくりとスポーツ活動の推進についてであります。 

 スポーツを通じて、市民が健康で豊かな生活を営むためには、ライフステージに応じたスポーツ活

動の推進と地域のスポーツ環境の整備が重要であると考えております。 

 健康で生きがいのあるスポーツ活動の推進につきましては、スポーツ推進委員と連携して、各種ス

ポーツ大会などを行ってまいります。 

 また、エルフィンロードを活用した「きたひろしま30㎞ロードレース」を開催し、市民の健康づく

り、生きがいづくりの提供を図るとともに、全国・全道から訪れるランナーに本市の魅力を積極的に

発信してまいります。 

 競技スポーツの振興につきましては、ジュニアスポーツの振興と子どもたちのスポーツ機会の充実

を図るため、スポーツ関係団体と連携協力して、スポーツ教室などを実施してまいります。 

 はまなす杯第10回全国中学生空手道選抜大会につきましては、訪れる選手や役員、家族の方々を温

かく迎えるため、北海道空手道連盟と連携して開催してまいります。 

 また、本市での開催が最後となりますことから、本市の魅力を積極的に発信し、心に残る大会とな

るよう努めてまいります。 

 体育施設の整備につきましては、西の里ファミリー体育館の大規模改修工事を行うとともに暖房施

設の更新を実施してまいります。 

 学校体育館の開放につきましては、全小中学校に拡大し、市民が利用しやすい安全で安心な施設と

なるよう、運営体制の充実に努めてまいります。 

 以上、平成27年度教育行政の各分野における主要な方針を申し上げました。 

 「まちづくりは、人づくり」と言われます。希望を懐き、交流に励み、成長に挑む、そうした新た

な時代を担う人づくりが重要であると考えております。その実現に向けて、志を育む学校教育の充実
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はもとより、生涯を通じて学び続ける学習環境の整備、ふるさと北広島を愛し、社会の一員として地

域づくりに貢献できる人材の育成、学校、家庭、地域及び行政が一体となった教育力の向上など、総

合的な教育施策の推進に努めてまいります。 

 終わりになりますが、議員並びに市民の皆様の御理解と御支援を心からお願い申し上げ、教育行政

執行方針といたします。 

 以上であります。  

○松本委員長 27年度教育行政執行方針案につきまして御説明いただきました。 

ご質問等ございますか。 

○大 山 委 員 8ページのカナダ・サスカトゥーン市の高校生の派遣は、毎年行っている事業なので

しょうか。 

○棚田社会教育課長 毎年行っておりますが、派遣と受け入れを隔年で実施しております。 

○大 山 委 員  高校生というのは、どういう基準で選ぶのでしょうか。 

○棚田社会教育課長 市内に住所があれば、札幌などの高校に行っていても構いません。広報で募集を

して、10名定員で実施する予定です。 

○松本委員長 他にございますか。 

○佐 藤 委 員 3ページのネットパトロールですが、実際に指導が必要となった事例はあったのでし

ょうか。 

○平澤青少年課長 各学校から半年に1回の報告の為、細かいものについては始まってから9月中までの

ものしか報告が来ていないところですが、一部の学校から、動画の一部の不適切な表現等があるもの

について、報告があり指導をしたということを聞いております。 

○松本委員長 いいでしょうか。他にございますか。 

○大 山 委 員 5ページの給食のことなのですが、以前、給食費の支払いを引き落としという話があ

ったと思いますが、来年度からの実施だったでしょうか、それとも今後何年か後に実施だったでしょ

うか。 

○川口給食センター長 以前ご説明したときには、平成28年度の4月をめどにということでお話してお

りましたが、今現在、企画財政部のほうで収納の一元化が進んでおり、その様子を見ながら我々のほ

うも進めてまいりたいと考えております。 

○松本委員長 今のお話は、28年度からということを想定して検討していたのだけれども、市長部

局の検討や動き等もあわせて、今年度27年度では着手できないので来年にというものですか。その案

件とはあまり関係なく、このように書いているのでしょうか。 

○川口給食センター長 平成28年から開始するように動いておりましたが、市長部局の収納一元化と

いう動きがこの年明け後に出てまいりましたので、その動向を見ながら決定をしていきたいと考えて

おります。 

○吉田教育長 27年度はまだできないということです。 

○松本委員長 27年度からはまだできないということで、いいでしょうか。他にございますか。 

○石 井 委 員 2ページのいじめ、不登校の対応につきましてということの中で、関係団体との連携
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体制の整備などを進めてまいりますというのは、関係団体というのはどういうところが上がっており

ますか。 

○平澤青少年課長 この関係団体でありますが、私どものほうで青少年健全育成連絡協議会というの

が地区にございます。体制の整備については、地元の警察ですとか、民生委員ですとか、さまざまな

方を集めた連絡協議会を開催しようと考えております。 

○石 井 委 員 わかりました。 

○松本委員長 提言はしないのでしょうか。 

○平澤青少年課長 検討します。 

○松本委員長 他にいかがでしょうか。 

○松本委員長 それでは、私の方からですが、先ほどの大山委員の質問のところで、関連でしたほ

うがよかったのだと思うのだけれども、カナダのサスカトゥーンの1年交代でという、先方の高校生が

こちらに来るときの人員は順調に参加者は集まっているようでしょうか。あるいは、どんな集め方を

しているのでしょうか。 

一般的に日本から高校生を派遣する場合は、日本的なやり方で集めて、審査をして、お金も予算も

持つので派遣が出しやすいというふうに聞いていますが、向こうはそのような制度、仕組みに必ずし

もなっておらず、プログラムが示されていて、自分たちでアルバイトをしながら手を挙げてやってい

ることがあるので、仕組みが違うこともあってなかなか思うように集まらないという海外の交流の事

例も聞いているので、サスカツーンの場合はどうかなとかいう問題意識を抱えております。 

○棚田社会教育課長 委員長のお話されたとおりアルバイトをして来るという形になっているのです

が、おかげさまで、あふれるぐらいの方が隔年で来られており、もっとふやしたいほどの申し込みが

あるそうです。 

○松本委員長 なるほど。ある都市では、こちらからはそういった体制があるのですけれども、相

互の交流になってくると、なかなかお金がまとまらないということで、向こうの高校生は来づらいと

いう悩みを聞いたことがあるものですから、その点では北広島市は恵まれているかもしれません。 

 ただ、一般論の話ですが、向こうの子どもたちはアルバイトをしたお金などで申し込んでくるため、

問題意識が非常に高いのに対し、こちらは恵まれた状況の中で申し込んでいます。ハードルを高くす

るという意味でなくて、キャリア教育等のことを考えた場合は、派遣の方法について、場合によって

は工夫が要るのかなと思いました。 

○棚田社会教育課長 派遣人数は10名定員なのですが、ここ数年は定員に満たっていない状況です。

支援の額も多くはないのです。派遣する人数をふやしていきたいということと、国際交流協議会の会

員の人数も少ないという状況もあり、新年度からはこの両面に力を入れていきましょうということで

協議会と打合せを行っており、今のところ、助成の支援額をふやしていく考え方でおります。 

○松本委員長 なるほど。北広島で人材育成委員会ができて、たまたまそのとき私も委員をやって

いましたので、この経過は最初から関わってよく知っており、先ほど貢献賞もらったということにつ

いても感慨深いものがあるのですけれども、高校生の相互派遣に関してはできるだけ継続していただ

きながら、彼らの生きる力になるような事業に発展していっていただければいいなというふうな思い



- 10 - 

 

を持って、今、こういった質問をしました。 

○棚田社会教育課長 先ほどの行政報告の中で、協議会自体が平成14年からなのですが、委員長おっ

しゃられましたように、国際交流自体が、人材育成委員会の前進から入れますと、来年が25周年とい

うことで、そういうことも踏まえて協議会の皆さんと、ある意味、何かしらの形を残していきたいと

いう考え方でおります。 

○松本委員長 大変だと思います。よろしくお願いします。他になにかありますか。 

○石 井 委 員 5ページの防災教育につきましてなのですが、消火器の取り扱いなどをプラスしてや

っていっていただけるとうれしいなと思うのですが。避難訓練というか、消火器のほうです。 

○櫻井学校教育課長  今現在の避難訓練の中でやっているか、年に1回あるかどうかを確認します。 

○吉田教育長 消防に要望すると、本当の消火剤ではないのですが、できます。取り入れたらいい

ということですね。 

○松本委員長  他にありませんか。 

○大 山 委 員 3ページの防犯にかかわるのかなと思うのですが、近年よくドラッグのこととか、脱

法ハーブだとか、低年齢の子どもたちの好奇心で手を出したりなどいろいろなケースがあると思いま

すが、ある程度の知識もあえて教えておいたほうがいいのかなと思うのですが、そういう点は何か書

いてあるのでしょうか。 

○平澤青少年課長 すべての学校で、ではありませんが、中学校で薬物に関して、警察とタイアップ

しながらやっております。 

○櫻井学校教育課長 ライオンズクラブさんが先生を呼んできてくれて、薬物教育ということで今年

度2校で行ったりもしております。 

○松本委員長 その他よろしいですか。 

（質疑等特になし） 

○松本委員長 原案どおり可決することといたします。 

 

 

 

 

 

○議案第３号 平成２７年度北広島市学校教育の推進方針について 

 

○松本委員長 日程第 3 議案第 3号について説明をお願いいたします。 

○山崎教育部次長 議案第3号 平成27年度北広島市学校教育の推進方針についてでありますが、別冊

のとおり決定したいので、北広島市教育委員会事務委任規則第1号の規定に基づき、教育委員会の議決

を求めるものであります。 

 この推進方針は、平成20年度から本市が独自に毎年策定しているものであり、教育基本計画、推進

計画に基づく学校教育の領域における教育の理念や実践方策などを定めるものであります。各学校で
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は、この推進方針により平成27年度の学校経営や地域連携などを率先していくこととなるものであり

ます。手元の推進方針の内容につきましては、櫻井学校教育相談員より御説明いたします。 

○櫻井学校教育相談員 それでは、概略説明を致します。まず、表紙を1つあけて1ページをご覧くだ

さい。 

 学校教育の推進方針の構造図が載っております。先ほどの教育行政執行方針の中でも触れられてお

りましたが、北広島の子どもたち、未来の社会人を育てるということで、昨年もキャリア教育の推進

ということについて重点を上げてきたわけですが、特に今年からは、「きたひろ夢ノート」という実践

を通してキャリアを積んでいくという方向性を打ち出しております。 

 また、大曲スタンダード等に学ぶ北広島スタンダードということで、北広島の小中学校であれば、

必ずこれをやるのだというものをはっきり打ち出したいということで、この後半下のほうに赤い字で

「きたひろ夢ノート」の実践、それから年度内に次のアクションを実践するスピーディーなＲ－ＰＤ

ＣＡサイクルマネジメント、それから子どもの学びや育ちの連続性、系統性、発展性を保障する小中

連携教育実践、これらについてどこどこ小学校はやっているけれども、どこどこはやっていないとい

うことでなく、全ての北広島の学校で、これを当たり前のこととしてやっていくという、また、それ

の進行管理などについても、学校教育指導の中で進めていくということを考えているところでありま

す。 

 それでは、次のページからですが、北広島の学校教育について、第1章、2ページから始まっており

ます。このあたりは、ここ数年の流れそのままでございますので、10ページ目までは飛ばしていきま

す。 

 続いて、11ページ目ですが、目指す子どもということで、明るく子どもたちがしっかりと頑張れる

という意味で、優しく、賢く、たくましくという三本の柱、そしてそれに基づいての推進の方針の部

分も、昨年とほぼ同じです。 

 16ページの下に、今年度の状況としても全国体力運動能力運動習慣等調査の結果というのを概略載

せております。まだ、体力の面で克服しなければならない部分等もございますので、先ほども教育行

政執行方針にもありましたように、いろいろ工夫をしながらこれらより高いところに持っていきたい

ということであります。 

 17ページからは、具体的実践目標と実践目標達成の手だてという第3章になっておりますが、このあ

たりはかなり昨年と変更しております。17ページの真ん中あたりのところに書いていることは、いわ

ゆる学力をしっかりつけなければいけないという話があるのですが、その学力というのが知識や技能

ばかりではなくて学ぶ意欲や自分で課題を見つけ、みずから学び主体的に判断し行動し、よりよく問

題を解決する資質能力というものも含めたものだということをあえて強調しております。それが学校

が保障すべき学力の概念であると、そうするとこれはまさに生きる力、あるいはもう少しシビアな言

い方をすると生き抜く力でありまして、それらはただ学力というものだけで単独であるわけではなく、

社会性というものと関連しながら出てくるものである。また、意欲というのですね、学びの意欲とい

うものもなければ、持続していかなくなってくる、その辺を17ページから書いております。 

 続いて18ページ目ですが、上から6行ぐらいのところに、①番から⑤番まで子どもたちの課題という
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ことについて触れております。さまざまな努力をしているにもかかわらず、北広島ばかりでなく日本

全国の中で子どもたち、ここにあるような課題があるということであります。思考力・判断力・表現

力が必ずしも十分でない、あるいは勉強はするのだけれども、好きとは思えていない、あるいは授業

以外の勉強時間が極めて少ない。特に、ここでは直接の対象の生徒ではないのですが、高校あたりで

は非常に今、勉強しなくなってきているというような状況がございます。これは小中でも似たような

傾向があります。 

 それから、自然体験・社会体験・生活体験など子どもの周りを支える体験、かなりいい体験をして

いる子どももいる反面、それらがなくてバーチャルなものしかないというような子どももいる現状が

ございます。 

 そして5番目、これは特にこれから社会人になるという意味で、大変大事だということなのですが、

若者の勤労観、職業観についても各界から指摘されているということであります。こういった部分を

改善していくために、未来の社会人をしっかり育てるのだという視点で学校教育を進めようというこ

とであります。そして、そのために大事な部分として、こういったことにまじめに取り組もうとする

ような学校の中の雰囲気づくりというのが非常に大事で、18ページの下のあたりに主体的な学びの意

欲に満ちた学びや育ちを学校風土、学校文化としてつくり上げることが必要だということを書いてあ

ります。そういう意味で、この学習習慣、生活規律、学級づくり、学年づくりといったものがしっか

りなされる中で学力と社会性、そして意欲というものが育つのではないかというふうに思います。 

 19ページの下に、東京学芸大学の児島先生の今回ちょっと引用した部分がございますが、つまると

ころ変わらないものは、どんな世の中にあっても子どもが一人前に育つということだということを書

いてございますが、まさにそこではないかなということであります。 

 それから、20ページに入りまして、これは北広島で今まで大事にしてきた自立と共生という二つな

のですが、北広島はともに生きるということについての追求が非常に進んでいた反面、自立という部

分では弱かったかもしれないなという反省がございます。この部分について、去年も似たようなこと

を書いていたわけですが、20ページの下に、課題として①番から⑥番まで載せております。これが「き

たひろ夢ノート」という話につながってくることであります。 

 一つは、将来の夢や目標を持っているという子どもが必ずしも多くない、あるいは夢や志、大志を

懐き学ぶまちといいながらも、志がどうも余りぱっとしないという子どもたちもいるという状況、あ

るいは夢や目標を持っていてもそのためにしっかりと努力をしている、あるいはそのプランニングを

しっかり達成するために頑張っているという子どもが少なかったり、働くということは嫌だよな、ず

っと子どもでいたいと思っている子どもが多かったり、なってみたい仕事が見つからない子なのです

ね。家の人と将来のことを話すというようなことは、ほとんどないという状況なのですね。だとする

と、これは未来の社会人をつくるというより、その辺の課題があるぞということであります。 

 そして、21ページに書いている図書館ですが、文科省でも最近アクティブ・ラーニングという話を

よくするわけですが、その辺との兼ね合いということであります。上から14行目ぐらいのあたりに、

子どもたちが大人になって遭遇する現実の社会は、学校の常識が非常識になってしまったり、学校で

の適合が社会に出ると不適合要因になってしまったりするような厳しい社会ですということを書きま



- 13 - 

 

した。 

 例えばということで、学校という場で扱う問題・課題は、大半が正解のあるものです。例えば、1た

す1は2とか、三角形の内角の和は180度とか、正解があるのですが、社会で直面する問題の大半という

のは、実は正解というのはないのだということなのですね。ですから、正解を覚えても生きる力には

なっていかない、では何を求めるのかとなると、さまざまな価値観、さまざまな考え方が合奏するよ

うなグローバルなこういう社会の中で、皆が納得してついていこうと思えるような納得解を提示でき

るような社会人にならなければならない。 

 そういう意味では、学校の活動の中に徹底的に考えたり議論したり結論を出したり、その結論に責

任を持つような場面というようなものを設定環境があって、そういう中で子どもを鍛えていかないと、

つまり学力はあるけれども、社会では通用しないような人間になってしまうのではないか。大変難し

いことなのですが、そういった部分にかかわるようなことを少しずつしていかなければならないとい

うことであります。 

 続いて、22ページが、ここから「きたひろ夢ノート」ということについて書いてございます。23ペ

ージの上から4、5行目ぐらいのところに、「さらに今年度からは、きたひろ夢ノート実践をその中核に

据えることとしました」と書きました。では、「きたひろ夢ノート」とは何なのかなのですが、「きた

ひろ夢ノート」実践は、子どもたちが自分自身を振り返り、夢や目標を持って挑戦していくためのノ

ート、「きたひろ夢ノート」の本体部分は、自分の書いたものを見直しながら活動を振り返りノートに

まとめて、自分の成長を記録していくものです。また、その振り返りには、活動の記録化が必須とな

ります。そこで自分のやってきたこと、そのときの思いや考えが書いてあるものをファイリングして、

どんどんとじ込んでいくことが必要です。そこで児童生徒はファイルを用意して、それをポートフォ

リオしていくことになります。 

 特に重要なのは、できたことだけでなくできなかったことの記録化です。どんな力が必要なのか、

必要だったのか、自分の活動を振り返り新しい自分づくりに挑戦し、それを自分の「きたひろ夢ノー

ト」に残していく。この中で、「きたひろ夢ノート」の実践というのは、その下にありますような四つ

の力を、それを通して育てていこうと考えています。みんなと協力していく力、自分自身を知ること、

あらゆる挑戦するとか、将来のことを考えるという四つですね。これは文部科学省の示しているいわ

ゆるキャリア教育における、基礎的、汎用的能力と言われるものであります。 

 特に、ここで大事になってくるのが、子ども一人の思いを一人で書いて、それで自分で自分を省み

るというだけでなくて、家の人や担当の先生とともに振り返って記録化するというところです。大人

とのかかわりの中で自分を振り返るという、またその辺についての相談に乗ったりするところが、先

生としての教える教師にも大事な役割ということであります。後で、「きたひろ夢ノート」の中身につ

いては、実物の中で御紹介できるかと思います。 

 続きまして、24ページに進みますが、よりよいキャリア教育を進めていくために教育内容として進

めること、あるいは教育を支える手法としてやっていくことについて、24ページから書いております。 

 まず一つ目の環境・福祉・人権・平和教育実践ですが、これは先ほどもお話がありました平成20年

度あたりから北広島の教育推進の中で、ほぼどこの学校にも位置づけられたものであります。反面、
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少しマンネリ化しているというような部分もあったりするところもありまして、切り込み口をリニュ

ーアルする、あるいはイノベーションしていくことが必要ではないかということについて、ここに書

いております。特に、基礎的、汎用的能力からこれらを見ないとどうして言えるのか、あるいはユネ

スコ等が提唱しております持続可能な教育のための教育、ＥＳＤというような考え方ですね、これら

についても切り込み口としては新たな力になるのではないかということであります。 

 それから、二つ目が、心が動く感動体験、地域と動く社会体験という25ページですけれども、体験

活動のないキャリア教育はあり得ない。体験を通して学んでいくという部分、また、その体験の位置

づけ、内容の吟味が大事、マネジメントが大事だということであります。 

 特に、26ページからは、小学校におけるキャリア教育とは、一体何なのかということについても、

理解を深めようということで書いてございます。例えば、掃除の仕方がきちんとわかるとか、給食の

準備がしっかりできるなんていうこともキャリアであります。それらを異学年交流などを通しながら

学んでいくというようなことで、結局、子どもが社会人になるというのは、一つ一つ学んでいくとい

うことになるだろうと思います。 

 続いて、26ページの下に、自立と共生のシティズンシップということで書いてあります。ここのあ

たりは、ホームラインなどが参加してくださいました、ことしの秋のＰＴＡの研修会の中でもいろい

ろ話題になった部分ででも、若者を取り巻く就業環境というのは非常に厳しい状況にある。そこにあ

りますように、ニートですとか、あるいはフリーターですとかの状況、あるいは仕事といっても、家

族を持てるような収入になっていかない。当然、ずっと一生が続いてしまうのではないかと思われる

ような就業状況というようなことがたくさんあるわけなのです。それらの状況をしっかりと理解しつ

つ、どうしたらそういうところから抜け出していけるか、あるいはそのために、そうならないために

どんな準備が必要かというようなことを、小学校、中学校の段階から知って考えていくことが必要と

いうことであります。 

 これらについて、特に北広島の重点としていきたいということで、27ページの真ん中あたりに、研

究内容というところがございますが、先生方のこの研究としての北広島市教育研究会とも共同して、

例えば夢や大志の具現化に向けた「きたひろ夢ノート」を活用した実践研究なども、より改善してい

くためにいろいろ意見も伺い、あるいは次期学習指導要領が実施されようとしておりますが、そうい

った中でのキャリア教育、あるいは市民性を育てるシティズンシップの視点、そんなことも含めて3年

をめどにひとつ北広島市のキャリア教育なり、シティズンシップ教育を考えていく、そんな動きを起

こしていきたいということであります。 

 それから、27ページの下のあたりには、若者たちの政治への参加するという部分についての話を載

せております。投票率が低いこと、あるいはもともと少子高齢化が進む中、若者が人数が少ない。そ

の中で、しかも投票にも行かないわけですから、若者の声が政治に反映されづらい状況といいますか、

そういう中であえて若者たちが自分たちの主張をしっかり打ち出すということが将来のために必要な

わけで、そうした空気を醸成するためのいろいろな取り組みの必要性について触れております。  

 続いて、28ページが人間としての生き方についての施策を考える道徳教育の実践ということであり

ます。現在、道徳の時間を特別の教科道徳というような形で運用していくという動きで国全体が動き
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つつあるわけですが、そういう中で大事にしなければならないこと、あるいは失ってはならないこと

ということについて求めてございます。 

 まず、何といっても、人としていかに生きるかということをしっかり子どもたち考えてほしい、そ

ういう時間としてこの道徳の時間を大事にほしいということであります。また、世の中のいろいろな

変化の中で、ちょうど28ページの真ん中から少し下ぐらいに四角でくくっている①、②なのですが、

グローバル化が進展する中で、さまざまな文化や価値観を背景とする人々と、相互に尊重し合いなが

ら生きること。今もいろいろイスラムの問題なんかもそうだと思いますが、さまざまな文化や価値観

を背景とする人々と相互に尊重し合いながら生きていく、これが一つ、人として生きていくと考えな

ければならない一番大きな柱だ。 

 もう一つが、科学技術の発展や社会経済の変化の中で、人間の幸福と社会の発展の調和的な実現を

図るということであります。人にとって、不幸になるような科学技術の発展では困るわけで、そうい

った部分を含めて、人としてということを考えるとき、そのための道徳のあり方というようなものを

シティズンシップと関連しながら考えていくというような意味であります。 

 それから、29ページの後半では、さまざまな調査というものをただ調査するだけではなく、その調

査の結果をちゃんとプランに盛り込むということの大事さと同時に、その盛り込んだものが来年やろ

う、再来年やろうというのではなくて、年度の途中からやっていこうというような、スピード感があ

る動きにしてほしいということであります。また、そういうことによって、調査に協力してくれた人

たちに対してお返しをいってあげれるということでありまして、そのことを素早いＲ－ＰＤＣＡサイ

クルといって示しております。 

 続いて30ページですが、中学校区での幼保小中の教育連携強化という部分です。そこに、ちょっと

とんがった言葉で書きかえたのですけれども、かつては小学校側から中学校の教育を見たときに、中

学校というのは何か画一的だよな、知識注入型の教育をやっているよなとか、生徒指導、生活指導も

懲罰的・威圧的だというようなことを言われたり、逆に小学校の教育に対して、褒めるのはいいけれ

ども、さっぱり学習、生活習慣の基本が身についていないではないか。個性では大事にしているけれ

ども、基本的な学習とか生活習慣定着してないぞとか、学級によって違うぞというようなことがいろ

いろ指摘されたりしておりました。こういったあたりも交流を深める中で、お互い理解し合うと同時

に、この部分は補わなければいけないねというようなことに気づくというような関係ができてきてお

ります。 

 それと同時に、幼稚園・保育園等との小学校の相互理解という部分についてもここ数年の中で、か

なりの前進を見ることができました。それぞれの文化の違いとか、さまざまな扱う子どもたちの年齢

層の違いというようなこともありますので、どちらかの色に染めるというものではないのですね。た

だ、なぜこうなるのかということをお互いに生かしながら、それぞれの役割をしっかり果たすという

ことが大事でありまして、そういう意味での教育を支える手法としての教育連携、さらに進めていく

必要があるかというふうに思います。 

 そして、今年度の重点ということで31ページから書いてございますのが、いわゆる北広島スタンダ

ードというものの確立、どんなことをスタンダードにするのかということです。実は切り込み口とい
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うところには、間もなく新しい指導要領が出てくる、そして移行措置が始まっていく、そういう中で

の方向性とつながりがあることを意識して進めていかなければいけない。また、まちの子どもたちの

学び・育ちの連続性を保障しなければいけない。小学校でやりなさいと言っていたことが、中学校で

あんなことしなくていいという話にならないようにすること。 

 それから、五つの提言の教育運動化、これは委員長さんからも学力学習状況調査のまとめの時にお

話がありましたが、どこまで各学校はこれを意識してちゃんとやっているのかというような話がござ

いましたが、まさにその辺であります。 

 32ページですが、次期学習指導要領の示す方向性とのつながりを意識するというようなことであり

まして、実はこの辺に先ほどいろいろとお話ししました、思考力、判断力、表現力なんていうことも

含めて示せるようなたくましさ、生きる力、そういったものを含めて次期指導要領の中で打ち出そう

としているわけですが、それらにつながる動きを大事にしていくということであります。 

 そして32ページのそのあたりに日本の教育の持っていたよさ、他者との共存や思いやりの精神を育

てる教育活動の実績が非常にこれは大事なことだし、これからも大事にしていくし、と同時になかな

か日本で育て切れてなかったような部分、そういったところを今後、大事にして育てていかいけない

ということであります。子どもたちに身につけさせたい力ということで、33ページの上の四角に書い

てあります。 

 続いて、3つの切り込み口の2つ目です。それぞれのまちの子どもたちの学びの連続性の保障という

ことですが、今年度、今年度というか、これは次年度ですから27年度の話ですが、子ども・子育て支

援の新制度が非常に動き始めている状況にございますし、教育再生実行会議の中で小中一貫校を制度

化して、学年区切りを自治体にゆだねるというようなことも決まったりしてきております。そういう

中で、北広島でどんなふうに進めるのかということを主体的に考える必要があるということです。 

 34ページに書いていますが、何とか子どもたち、いろいろな意味で学び続ける児童であってほしい

し、主体的な学びというようなことを大事にしてほしい、そんなことも含めていきたいということで

あります。 

 それから、5つの提言の教育運動化ということで書いてございますが、これは五つの提言とこれを制

するための数値目標というようなことで、学力学習状況調査のまとめのときにもお示ししたところで

すが、35ページの下から書いてございますように、目標値を示して市内共通視点ということで、まず、

学力保障という意味で、全教科領域で標準がせいぜい100以上、全国と遜色がないというところに、ど

この地域の学校も合わせていきたい。あるいは各学校でキャリア教育のカリキュラムを作成する。現

在の進捗状況ですが、ほぼでき上がりつつあります。 

 それから、授業の構造化改善という部分ですが、これらについても、あるいはノートの取り方、子

どもの夢や進路に関する教育相談の実施とか、子どもの夢を聞いてその状況を把握する、夢ノートの

ポートフォリオを活用する動き。あるいは家庭学習の定着とか、親子でネットの使用時間についての

契約、約束を結び、費やす時間を削減していくこと。あるいは学校、家庭、地域含めてですが、今後、

読むというとを全くしてない子どもというのをいなるべくゼロにむけていくということであります。 

 そして最後ですが、いつもお伝えしておりますスタンダードに向かう一つの大きな柱、一つ一つの
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「きたひろ夢ノート」の話です。37ページは、「きたひろ夢ノート」の実情について書いてございます

が、「きたひろ夢ノート」というのは自分のパイの中に取り込んでいっていろいろな活動を積み上げて

いく、そしてそれを持って中学校に入っていって、また、中学校の先生とかかわり合っていくという

ようなものにしていきたいということであります。 

 続いて38ページですが、夢や大志の具現化に向けた教育相談の充実ということで書きました。中学

校では、進路指導なども含めてかなり教育相談活動が持たれますが、小学校では全校、個と話すとい

う、一人一人と話すということが少ないので、そういうふうに伺っております。ぜひ高学年あたりか

らは、そういった活動を進めていってほしいということで、学期1回ぐらいは子どもの話をしっかり聞

いて、教育相談の場を個人と問題点というようなことをお願いしたいということであります。 

 それから、38ページの下からは先ほどもお話ししたＲ－ＰＤＣＡということについてでありますけ

れども、学校というところはどんなに緻密な年間計画を練ったとしても、工程表どおりに行かないの

が当たり前というところであります。例えば、ローテとして39ページの上にも書いてありますが、急

にインフルエンザがはやったとか、授業時数がそれで確保できなくなりそうになったとか、来ない台

風が来て授業を休まなければならないというようなことが起きて当たり前、そこでどうするかという

ことを考えるためには、ある短い期間の中での学校経営のプログラムを改訂していかなければいけな

い、そこで大事になっていくのが、Ｒ－ＰＤＣＡということだということであります。 

 それから、39ページの真ん中あたりから、学校評価等各種評価の充実と不断の学校が依然プランの

加除修正ということで書いてございます。これも今の話と関連する部分であります。そして39ページ

の下に、3番目として授業アンケートを通した日常実践のリサーチと授業の改善方針ということで書い

てございます。この授業アンケートの実施については、かなり学校の中に抵抗があったのですけれど

も、今、各学校の3回目の学校経営指導訪問等で回ったりしておりますが、その中で伺うところでは、

ほぼ全ての学校が次年度からは、これらの授業評価等に取り組むという状況になってきております。

そして、先生方もそれらを参考にしながら、自分の授業改善に向かうというようなことが行われよう

としております。 

 また、アンケートをするためのいろいろな工夫も、ソフトを開発したりしながら進んでいるところ

でございます。 

 続いて、40ページの真ん中より下、④番なのですが、子ども一人一人の細やかな対処を図る教育的

支援ということで、個別の教育支援指導計画作成等の部分であります。北広島では、通常学級、ある

いは通級指導、個別支援学級、特別支援学校に行くか、連続性のある多様な学びの場をゴールにして

おりますけれども、これらの学びの場が一番子どもにとってふさわしいところは、着地点を見つけれ

ればいいのですけれども、特別支援コーディネーターがいろいろ頑張ったりしているのですけれども、

なかなかその着地点が本来、その子にふさわしいのかなと思うようなところでとどまってしまうとこ

もございます。それのいろいろな課題を抱えながら、一番やっぱり引っかかってくる部分というのは、

どうしてもそういった話し合いというのが、今どうするのかということだけにとどまってしまいがち

なのですね。 

 ただ、先ほどもお話ししましたように、子どもたちが成長するこれからの時代、非常に複雑で難し
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い時代になっていくわけで、最終的なゴールとしての自立への道筋をどう描くかということで、ゴー

ルから逆算して今どうあるべきだろうということを冷静に見るようないろいろな相談機能、そして子

どもを中心に考えることが必要です。これらについて、ますますいろいろな環境を整備していかなけ

ればならない状況にあるかと思います。 

 もう一つは、いろいろな意味での子どもたちに対するバリアフリーといいましょうか、教室環境整

備という部分も、さらに気をつけていかなければならない部分かと思います。41ページの下のあたり

にも書いたのですけれども、例えば、板書に活用するチョークの色などについても、色覚障害を抱え

ている子には見えないかもしれないという色を、案外先生方は普通に使っているような点です。昔は、

子どもたちの色覚調査が健康診断にあったのですが、今はそういった調査がないので掌握できていな

いのです。どのぐらい色覚障害のある子どもがいるかわからない、いないかもしれないけれどもいる

かもしれない。ただ、その子にとってわかるようなチョークの使い方もあるので、そういったさまざ

まな心がけをすることによって、通常学級の中でも学ぶことができる子もいるのではないか、そうい

う気配りが必要ということで書いております。 

 それから、いろいろな意味で発信する学校であることが大事かと思いますが、その発信をしていっ

てもなかなか受信してもらえないというようなことも多いところがございます。42ページのあたりに

書いたのですけれども、やはり子どもたちを通じて保護者や家庭に届く情報というものもたくさんあ

るわけで、学校の先生方が子どもに学校のことをしっかり伝えていくことも大事だと思いますので、

親にしてみれば子どもが楽しそうに、あるいは共感を込めて学校の様子や先生の授業のことを話して

くれることが、何といっもて安心だしうれしいことだと思うので、そんな話から、中学校のお便りも

読んでみようかとか、校長先生のところを読んで、なかなかいろいろなこと考えてくれているのだね

というような話題ができれば、学級だけではなくて家庭の中で広がるようになるというふうに思いま

す。 

 42ページから子どもの学びや育ちの連続性、系統性、発展性を保障する小中連携教育ということで

ありますけれども、やはり１時間１時間の授業これだけではなく、つながりの中で一つの教育の目標

が達成されていくわけですが、何といってもきょう何をやるのか、何を勉強したのかが振り返られる

ような授業でないことには、子どもの中に落ちていかないわけなのです。やっぱりあたりまえのこと

ですが、そういったことを大事にしていこう、あるいはそういう子どもに落ちているだろうかをちゃ

んと授業の評価として明らかにしていく。それからノートをしっかりとれる子どもを育てるというこ

とであります。しっかりノートをとるというのは、後で自分がそれで振り返れるとか、あるいはでき

れば休んだ子どもに、そのリートを見せたら、そのノートから子どもがちゃんとわかるようなノート

が書けるのか、そんな力がつくことが必要かなと思います。 

43ページ、言語活動の充実を図り言葉の力を育てる児童実践ということで、読書や新聞の活用や言

語感情の改善ということが必要かと思います。子どもを、いろいろなおしゃべりはできても自分の意

見をきちんと言えなかったりとか、人の話は聞きたくないけれども、自分の話は聞いてほしいとかと

いうことなど、これらの部分に教科を超えて育てていかなければいけないのではないかと思います。 

 それと、宿題ということについて、43ページの下のあたりに書いております。家庭学習習慣を醸成
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するために、広い意味での宿題をしっかり出してほしいということであります。44ページに書いてあ

りますが、最終的に学び続ける子どもになるためには、自分で課題を整理して、何をどれだけ学ぶ必

要があるかを見つけることができるようにならなければいけませんが、初めからそんなことができる

わけがないわけであります。そういう意味で、低学年であればあるほど丁寧に何をしたらいいのかを

明らかにしていく必要があるかと思います。 

 44ページの真ん中から下のあたりにステップ学習ということで書いてあるのは、双葉小学校のある

クラスに提示されていたものですが、大変この先生はしっかりと子どもの学習習慣を養うために、こ

んなステップ、順序性があるのだということを示しているのですよね。こういったことを丁寧に示し

てあげなければ、やっぱり誰でもきちっと学習できるという形にはならないだろうということ、その

辺を徹底していくことが必要でないか。 

 次に、44ページの下の⑤番ですが、小中に一貫した学習習慣、生活習慣の醸成ということで、中学

校ごとの何だかスタンダードというようなものを樹立していくことが必要だと。特に、この辺で大事

なのは、45ページの上から5行目6行目ぐらいに書いてあるのですが、小学校段階で子どもたちに奨励

され、先生方もその定着に腐心していった指導事項が中学校では不要とされたり、そんな連続性の中

で子どもの学びや育ちがスムーズにつながるはずはないということを書きました。 

 学校というところは、以外とこういうことが多いところで、担任がかわると違う話が出てくるとい

うのがあったりするので、そのたびに子どもは新たな生きる力を、となっていく。それではやっぱり

むだをしていることになりますので、この辺連続してヒアリングを実施しようということであります。 

 それから、6番目ですが、異校種、あるいは異園種間の合同研修、情報交流の場の設定ということで

す。小学校の先生が、幼稚園や保育園ことを余りよく知らないように、幼稚園や保育園の先生、小学

校のことが必ずしもわかっているとは言えません。あるいは、幼稚園の先生も保育園で何をやってい

るかよくわかっていません。そういった異業種の人たち、異業種というか異校種間でのお互いの教育

や保育の様子を見ることによって、なるほどなということが見えてくることがたくさんあるので、こ

れをすることは子どもたちにとって大変にプラスになるだろうというふうに思いますので、このあた

りを特に重視しようということで情報交流会のようなものを持つということであります。 

 46ページに入りますけれども、こういう交流会をすると時間的な制限もあるものですから、どうし

ても小学校のほうからは何か問題のある子いませんかとか、難しい親は誰ですかとか、そういうこと

をそれぞれに聞くことがございます。それは幼稚園や保育園の先生にしてみたら、取り調べじゃない

のだから、と思われてしまいます。やはり、子どもの物語をきちっと引き継ぐような関係性つくらな

ければ、お互いに互恵性が結ばれてこないのですね、そこの辺を克服しようということを北広島では

考えてところであります。 

 いろいろな意味でなるほどな、この子はこういう課題があったけれども、それを克服するためにこ

んないいとこで頑張っているのだ。では、小学校に入ったら声かけにこの言葉を使ってやろうとか、

そういう関係で子どもをプラス思考で引き継ぐというようなことも大事にしていただきたいというこ

とであります。 

 最後になりますが、7点目です。自己有用観を醸成するお手伝い・ボランティア活動・異年齢間の活
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動・職業体験学習の推進ということであります。 

 子どもがお手伝いをしない、これは日本は本当に世界でトップクラスのお手伝いをしない国であり

ます。47ページの上に書いたのですけれども、これもＰＴＡの研修会などの中で保護者の方がおっし

ゃっておりましたけれども、やっぱり子どもにやらせると、かえって後始末が時間がかかって、つい

つい怒ってしまう。だから、自分でやってしまうのだというふうなことを話されていましたけれども、

やっぱりそこのところでできばえ、またこんなでたらめなことをやってというのではなくて、お手伝

いの気持ちに感謝の言葉や態度を示す中で、子どもも上手にやれるように育っていくのだろうと思う

のですが、その辺の微妙なところがなかなか難しいところであります。そういう中で役立つ自分とい

うものを子どもが感じるようになると、何かそれがプラス思考でうまく回っていくのではないかなと

いうことであります。 

 それから、幼保小の連携をするためにある保育園を訪れたときに、その園長先生が、今、保育実習

生が研修に来ており、実はその子は、中学校時代に職業体験学習をして、それが一つ自分の心にすご

く残っていて、将来、保育士になろうと思って大学に入り、今、実習生で来ていると聞くと、大変う

れしいと同時に、やはりそのような中で、子どもが目標を見つけられたのかなというようなことを感

じることでところであります。ボランティアとか異年齢間の交流、職業体験学習という、いい授業が

必要だということであります。 

 また、小学校では、異年齢間の活動を非常に進めておりまして、清掃活動などを縦割りでやったり、

そうすると上級生が掃除の仕方を下級生に教えたりして、非常にいい関係ができて、子どももゆっく

りと育っていく、そういうような機運がキャリア教育の一つの土台というか、基本の部分だろうとい

うふうになります。その辺をしっかりと進めていく、学校教育を進めていくということであります 

 それから、「きたひろ夢ノート」お手元にあるかと思いますが、これはとりあえず来年の４月から４

年生以上で取り組んでみようということで考えている中身でありまして、今後、毎年少しずつ改訂し

ていって、形をよりよいものにしていこうと思っております。回数的に言いますと、各学年で３回ぐ

らいで終わるような形になっております。ちょうど北広島3学期制をとっていますので、１学期の終わ

り、2学期の終わり、3学期の終わりというような形の中で書き込みながら、先生といろいろお話をす

る、あるいは通知表をもらうときに先生とお話するのにも、その中身をあわせて話をするというよう

な形であれば、大体どこの学校でもやれる時間数でないかなということであります。いろいろ書いて、

今後やっていかなければならないものとしては、ルビを入れたりするところでまだ１ページ目しかち

ょっとルビ入っていませんので、低学年のあたりのルビの見方も含めて少し検討していきたいという

ふうに思っているところであります。 

 以上です。 

○松本委員長 ありがとうございました。皆さん方のほうからご質問等ありますか。 

○大 山 委 員 最近、子どもたちがよく国際的にでも日本の中でも、世の中で今どんなことが起き

ているかという関心をあまり持っていない子が多いのではないかなと思います。尖閣諸島の問題にし

ても、ニュースがかかっていても余り関心を示せないとか、消費税が上がるということも知らなかっ

たりとか、自分が住んでいる国に対して何が起きているのかという意識が少ないのかなと思うのです。
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それが選挙権の投票率の悪さにつながっていっているのかなと思うので、社会に対する関心を持つよ

うなアプローチもできたらいいのかと感じました。 

○松本委員長 今の発言は感想ということでしょうか。 

○大 山 委 員 今後の検討材料として、夢ノートに盛り込まれるといいのかなというものです。 

○吉田教育長 夢ノートの中にも一応あったのですが、新聞を活用した教育の活動を広めようとい

う視点も盛り込んであります。社会への関心もそうですが、新聞を読むことによって自分の表現力を

高めるということもあります、事実を把握するとか、こういう順番で書いていくと相手に伝わるとか、

いろいろな効果があるのです。新聞を活用した教育というのはどうかという提起はしているのです。 

 それから、国から予算もいただいていまして、図書館に商業紙を１紙置くことができるようになっ

て、置いています。それをどう活用するかというのは課題なのですが、今言ったような視点も、盛り

込んであるところです。 

○櫻井学校教育相談員 資料編の59ページ、60ページを開いていただきたいのですが、ある程度生々

しい話も子どもたちにきちんと教えてあげなければいけないのかなということで、教育関連のパワー

ポイントのようなものを示しております。やはり今、なかなか若者の状況が厳しくて、高校入学式し

た子どもたちが社会人になるまでの間に自分の志をしっかりと実らせている子どもというのが4割ぐ

らいしかいない状況ですので、何らかの形で進路変更になり、ドロップアウトしているというような

子どもたちが６割を切っております。こうなりますと、学校がどこまで子どもたちの先をちゃんと面

倒見れているかなと、かなり怪しい状況があります。 

 そして、60ページのところの上には、わかりやすくて一番生々しいものとして、生涯パートで生活

したら幾ら総収入になるのか、正社員でいったらおおよそこのぐらい稼げるのか、あるいは国民年金

を一応満額入れていたとして、もらえる6万6,000円ぐらい。それから、厚生年金と国民年金合わせて1

6万8,000円ぐらい、こういうような違いの中で生活していくというようなことを、やっぱりいろいろ

考えていかなければならない状況がある。そういう中で、みんな正社員になりたいと思っても、なか

なか正社員になれるような環境にない。では、それをどうしていくのかとなったときに、自分の頑張

りというものもあるけれども、やはり社会に対してもう少しまじめに真剣にやっている若者が食べて

いけるような社会をつくっていこうということを気づいてもらいたいというようなことがありまして、

そんなことをいろいろやっていこうというのが、いわゆるシティズンシップを育てる教育というよう

なことです。 

 この子たち、これからの若者が、しっかりお金を稼いでくれないことには私たちの未来はないわけ

で、そういう意味でも若者にしっかりお金を稼いでもらって、そうしないと地域もやはり厳しい情勢

になってくる。そんなことも含めて考えたということであります。 

○松本委員長 この「推進方針」はいつもながら大変よく整理されていて、勉強になります。特に

キャリア教育に関しては、「夢ノート」の取り組みや、「キャリア教育からシティズンシップ教育へ」

の問題意識・方向付けは素晴らしいと思います。これが、十分な成果を果たすためには、第1に現場の

先生方の多様な職業に対する理解を高めるような研修などの工夫と、第2に「夢ノート」にある『私の

人生』をリアルにイメージし、書き込むことが意外に難しいと想定されるので、この点についても例
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えば実際にその仕事についている人の経験を聞かせるといった工夫がポイントになるように思われま

す。 

○櫻井学校教育相談員 教職員研修みたいなものの中には、実はそういうことをやろうと思っており

ます。研究組織を立ち上げて、例えば外部講師のような形で、いろいろな業種方、業界の方に来てい

ただいてお話を伺うとか、どうやって人材育成しているのかというような話を聞くようにしていくと、

特に大学を出てそのままストレートで教員になったなんていう人たちにしてみると、あっと思うよう

な部分がたくさんあると思うのです。やはり先生方自身が、そういう学びをしていかないと、子ども

に適切なある程度の指導とか、アドバイスできないと思うのです。ですから、さまざまな状態を知る

とか、あるいはいろいろな経験を積むというような研修活動をしていくことで、先生方の助言が子ど

もにとっての重みのあるものになっていくのではないのかなと思っています。ですから、子どもにち

ゃんと教え込むというよりは、先生自身がそういうことを勉強していくのです。 

○松本委員長 その辺にポイントがあるみたいですね。また、先ほど伺っていて、27ページのキャ

リア教育からシティズンシップが一番納得しました。結局、小学生、中学生、大学生、高校生もそう

だと思うのですけれども、職業倫理というか倫理観、働くことの意義によって、何のためにという部

分、志なり、目標なりの部分があって、そのときにもちろんお金が欲しいとか、お金も必要なのだけ

れども、ある種の倫理観、社会性みたいなことに取り組んでいる会社があれば、組織があれば、人が

いるというあたりのところについて、きちっとやっぱり会わせる。言葉ではなく、実際の現場を見せ

る。そういうことがすごく大事だと思う。体験なきキャリア教育はあり得ない。現場を見せ、それが

あって世の中動いているというような点が、学校の先生において、その認識が一般的に乏しい。学生

もすごく乏しくて、びっくりするほど多いのです。この地域にいっぱいそういう素晴らしい企業なり、

組織なりあるはずです。期待しながら聞いていました。 

○石 井 委 員 親もわからないです。 

○松本委員長 親もわかっていないから、余計なことを言ってしまうところがある。でも意外な人

のちょっとした言葉に響いて、学生が言えない、相談しに来ないのです。「そんな会社かとか」「そん

な仕事なんて」と、友達に言われたらがっくり傷ついて、自分の希望を絶対言わないです。就職課に

相談にも来ない。そういう側面もあるらしいのです。せっかく自分のやりたいことを決めて、頑張っ

て内定を取ったとして、その瞬間に親から、「何だそんなところか、やめろ」と言われた、なんていう

こともあります。 

○佐 藤 委 員 最近、息子や周りから、ブラック企業という言葉を聞きます。普通の会社員から見

ると当たり前のことなのだけれども、ちゃんとした仕事だけれども、学生から見るとブラック企業な

ので、どうしようと躊躇する部分もあるようですが、ブラックとは何かというところを教えたほうが

いいのではないのと思いました。勤務時間がブラックなのか、給与体系がブラックなのか、何に対し

てブラックなのだというのもわからないで使っている気もするのです。 

○吉田教育長 今の話は、学ぶタイミングや時期があると思うのですが、義務教育の中でどこまで

いけばいいか、まだ議論されていないのです。行き先はそこなのだろうなとは思いながらも、例えば

今の話をブラックの労働条件は何と、中3でやるのがいいのか、高校生がやるのがいいのか、小6から
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やっておいたほうがいいのかと、まだ判断ができていないので、緩いイメージです。 

○佐 藤 委 員 高校受験で大体決まってしまうものがあると思いますので、中学校の1、2年ぐらい

のときに、そういうことを勉強しておいて、このままいったらそういう会社しかないよという説明が

できたら、もっと勉強するのかもしれないです。 

○吉田教育長 そのときに、そういう人が、実体験を話してもらうということは、既にしばしばは

行っているのです。 

○松本委員長 どこでやるかですね。ブラック企業の話と関連する講義を労働基準監督官がただで、

大学に来て、90分1コマやってくれています。アルバイトの中ではちゃんと記録をとってきなさいと。

これについてもこうこうこうだという具体的な事例をたくさん知っていますので、採用試験受ける段

階の求人票の見方から始まって、対応方を全部ポイントを絞って教えてくれます。高校にも行ってい

るようです。労働基準法は、中学校でやっているのでしょうか。 

○吉田教育長 中学校では法律の名前を学ぶ程度です。 

○松本委員長 私は小学校高学年になったら、倫理観だとか職業観がわかると思っているのです。

シティズンシップの範疇に、企業の社会性や職業論理といった要素を位置付けた場合、例えば、六花

亭製菓はこの30年近くに亘って社長以下全社員が、有給休暇100％取得させる努力を行ってきています

し、月刊児童詩誌『サイロ』を50年も前から編集・発行し、小中学校に無償で配布しています。企業

観・職業観を育んだり、企業の社会貢献の意義・内容等を理解する上で、少なくとも小学校高学年以

上には格好の事例になるように思います。 

 一方でブラックの話、どうして経営システムの中で、そういうことが可能になっているのかという

ことについての研究の工夫だけはしておかないとならないです。 

逆に、札幌にこんな会社があります。阪神大震災が起こったときに、社長自ら飛んで行って、惨事

を見て、戻ってきてすぐに社員をボランティアに派遣しています。こんな話を学生が聞くと、給料は

どう、会社がどうということではなくて、なかなか厳しいかもしれないけれども、そういうふうに企

業を経営している会社だったら、僕も働いてみたいなと思う。今の子どもたちは、ある種感動体験み

たいなことがないのではないか、乏しすぎるのではないかと。 

 そういう取り組みをしている企業を市内で育てながら、学校とも連携している。そんなようなこと

があってもいいのだろうなというふうに思ったりします。 

○佐 藤 委 員 現実のときはめげてしまうのかもしれません。 

○松本委員長 夢と現実があって、ゲームクリエーターとか、漫画家志望の人も、気がついて、方

向転換が必要になることがある。そこで、ぽっきんと折れるという人が出てきて、つらいんです。そ

の後、就職活動等しなくなるわけですよ。そのあたりをどういうふうにしていくのかです。自分で目

標を持って調べて実現可能性みたいことの中で、自分で具体的に判断して、場合によっては突き進む

か、次に行くか、代替案を出すかみたいな知恵をどういうふうにつけてやるかというお話だと思うの

ですよね。 

○大 山 委 員 書くことによってきっかけにはなると思いますし、ここを書くとみんなで向き合っ

たり、この子どもたちはこういうことを考えているのだなとか、その子からもヒントをもらったりと
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いうプラスになるのかなとは思います。 

○松本委員長 多分、ポイントは、例えば社教主事になりたいという小学校6年生がいたら、やっぱ

り社教主事のところに行って、おじさんどうやってきたの、40歳はどうなの、今何の仕事やっている

のと、取材活動みたいなことを行う。ゲームのＡＣか何かになりたいという人いたとすれば、プロの

元ＡＣのところに行って、今、違うことやっていると。それはどういう経過があったの、ということ

を、一人かチームで聞きに行かないと、ただ夢想に終わるのではないかなと思い、学生にやらせてい

るのですが、行かない。「アポをうまくとれません」と。 

○山崎教育部次長 小学生の総合学習等で取り組んでいます。先生方からまず電話をして、次に、子

どもたちがそれぞれ自分たちが行くところに電話をする、ということでやっているようです。 

○吉田教育長 終わったら、お礼状を書く等も含めてです。 

○松本委員長 そうですか。他にご質疑ございますか。 

（質疑等特になし）  

○松本委員長 原案を可決するということで決定いたします。 

 

 

◎日程第４ その他 

 

○松本委員長 日程第 4 その他で何かございますか。 

○櫻井教育総務課長 次回、第3回は2月25日水曜日3時、こちら教育委員会会議室で開催させていただ

きたいと思っております。議案については、学校管理規則等を含めた制度改正について、6本ほど予定

しております。4月以降、会議録を公開していくことを前提に進めてさせていただいておりますが、今

回の中央教育行政の組織運営に関する法律の改正に合わせた形で、いろいろな規則改正を行います。

それは25日以降に、またお諮りするのですが、その会議の公開等も含めた規則改正含め、今回の法律

改正に伴って、市の規則がどういうふうに変わっていくのかという勉強会を予定しております。そこ

での研修内容を、3月の教育委員会会議の中でご審議いただければと思います。 

 また、3月10日が教職員人事内容の内示日です。この日以降に教育委員会は開催となるかと思うので

すが、まだ詳細が決まっていませんが、3月10日を予定をいただければと思います。 

 最後に、市の人事異動の内示は3月19日木曜日となっております。こちらも予定ということで押さえ

ておいていただければと思います。 

 以上です。 

○石 井 委 員 卒業式は13日でしょうか。 

○櫻井教育総務課長 13日です。 

○松本委員長 中学校の卒業式は13日で、小学校はいつでしょう。 

○櫻井教育総務課長 19日です。中学校の卒業式のときは皆さん各中学校にいっていただくことにな

りますので、それについても詳細をご連絡をいたします。 

他にも、3月23日月曜日、教育関係者の合同の送別会を、4月6日月曜日、教育関係の歓迎会の予定に
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なっています。 

○松本委員長 他にございますか。 

○小島エコミュージアムセンター長 エコミュージアムセンター知新の駅では、2月7日から5月10日ま

での間、きたひろしまの考古展と題しまして、旧石器時代からアイヌ文化期にかけての展示を行いま

す。大きな企画展としては、今年度、化石展は約百二、三十万年前から20万年前までの内容でありま

す。今回の考古展というのは、1万年前から1,300年前ぐらいまでの北広島の様子をお伝えする内容と

なっております。 

 この内容につきましてはミュージアムトークのところでも登場していただくのですが、うちの文化

財保護審議会の会長でもあります埋蔵文化財センターの藤井さんに御指導をいただきながら、埋蔵文

化財センターと共催という形で開会されるものであります。現在、1階の展示室を使って、準備作業を

進めているところであります。ぜひ足を運んでいただければと思いますので、よろしくお願いします。 

○松本委員長 他にございますか。 

（質疑等特になし） 

 

◎閉会宣言 

 

○松本委員長 以上で第 2 回教育委員会会議に付議された議事は全て終了いたしました。第 2 回教

育委員会会議はこれにて閉会いたします。 

 

午後５時４０分 閉会 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 

 

委 員 長 松 本  懿 

 

署 名 委 員 佐 藤 元 治  

 


